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一
つ
の
形
を
持
た
ず
変
化

し
続
け
る
世
界
情
勢
を
正
確

に
把
握
し
、
皆
様
に
最
新
の

情
報
や
知
識
、
技
術
を
提
供

し
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た

全
国
統
一
研
修
会
。

41
回
目
の
今
回
は
、
愛
媛

県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
会
計
事
務
所
に
必
要

と
さ
れ
る
「
高
度
な
税
務
の

専
門
性
」
お
よ
び
「
会
計
で

企
業
を
強
く
す
る
」
た
め
の

知
見
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
研
修
を

行
い
ま
す
。

開
催
担
当
の
四
国
会
の
先

生
方
と
M
J
S
が
、
皆
様
を

心
よ
り
お
も
て
な
し
致
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

全国統一研修会 四国大会 in松山の魅力を紹介

　カリフォルニア大学サンタ
バーバラ校教授の中村 修二
氏に、「青色発光ダイオードの
発明を振り返って」と題してご
講演いただきます。

　徳武産業株式会社 代表
取締役会長の十河 孝男氏に、

「感動のオンリーワン企業を
目指して」と題してご講演いた
だきます。

　ミロク会計人会連合会・研修委員会
による企画・運営のもと、株式会社実務
経営サービス 代表取締役の中井 誠
氏をお招きし、「変われるか? 会計事務
所～取り組むべき課題～未来は明る
い!!」をテーマにご講演いただきます。

　松山市立子規記念博物館
館長の竹田 美喜氏をお招き
し、「子規と漱石 in松山～新
しい文学の夜明け～」をテー
マにお話しいただきます。

松山城

お
接
待
の
心
を“
力
”に
か
え
て
! 

～
世
界
へ
～

第
41
回
全
国
統
一
研
修
会

四
国
大
会

in
松
山

■
日
程

　
平
成
28
年
11
月
17
日（
木
）

■
会
場

　
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

〒
7
9
0–

8
5
2
0
愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
3–

2–

1

T
E
L
：
0
8
9–

9
3
3–

5
5
1
1

■
受
付
／
午
後
0
時
30
分
～
午
後
1
時
45
分

■
式
典・基
調
講
演
／
午
後
1
時
45
分
～
午
後
4
時
00
分

■
第
1・2・3
分
科
会
／
午
後
4
時
30
分
～
午
後
6
時
00
分

■
懇
親
パ
ー
テ
ィ
／
午
後
6
時
30
分
～
午
後
8
時
30
分

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
四
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

基調講演第2分科会

第１分科会第3分科会
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華
な
宮
殿
工
場
を
ご
見
学
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
雄
大
な
城
郭
を
持
つ
今
治

城
に
も
訪
問
し
ま
す
。

翌
日
、
宿
泊
先
の
今
治
国
際
ホ
テ

ル
を
出
発
し
、
一
路
高
知
県
高
知
市

へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
太
平

洋
に
面
し
た
桂
浜
の
そ
ば
に
あ
る
坂

本
龍
馬
記
念
館
を
訪
問
し
、
維
新
の

志
士
、
坂
本
龍
馬
に
ま
つ
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
展
示
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
高
知

市
内
で
有
名
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
ろ
め

市
場
や
高
知
城
、
第

三
十
番
霊
場
で
あ
る

善
楽
寺
を
巡
り
、
徳

島
県
へ
移
動
し
ま

す
。
行
き
先
は
、
風

光
明
媚
で
知
ら
れ
る

大お
お
ぼ
け
き
ょ
う

歩
危
峡
。
こ
こ
で

川
く
だ
り
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
。

最
終
日
は
、
宿
泊

先
の
近
く
の
国
指
定

重
要
有
形
民
俗
文
化

財
、
か
ず
ら
橋
を
渡

る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
続
い
て
「
さ

ぬ
き
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
」
で
有
名
な
金
刀

発
見
！
感
動
！

四
国
の
魅
力
を
実
感
・
満
喫
す
る
旅

第
41
回
全
国
統
一
研
修
会
四
国
大
会
in
松
山「
記
念
旅
行
」案
内

来島海峡の急流観潮船

日本食研の宮殿工場

坂本龍馬記念館

大歩危峡の川くだり

3
日
間
コ
ー
ス

1
日
コ
ー
ス

（株）えひめ飲料のポンジュース工場内子町の町並み

比
羅
宮
を
訪
れ
、
古
来
よ
り
海
の
神

様
、
五
穀
豊
穰
・
大
漁
祈
願
・
商
売

繁
盛
な
ど
広
範
な
神
様
と
し
て
信
仰

を
集
め
て
き
た
そ
の
お
膝
元
を
巡
り

ま
す
。
最
後
は
高
松
市
内
に
入
り
、

栗
林
公
園
を
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
名

庭
園
で
3
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
少
し

和
ら
げ
、
皆
様
に
は
帰
路
に
つ
い
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

●
1
日
コ
ー
ス

こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
で
は
、
愛
媛
県

内
の
魅
力
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
し
て
ご

堪
能
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
媛
と
い
え
ば
や
は
り
み
か
ん
。

最
初
は
全
国
区
の
知
名
度
を
誇
る
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
の
工
場
見
学
で
す
。
続

い
て
は
内
子
町
を
訪
れ
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
の
風
情
を
残
し
た
町

並
み
を
散
策
し
、
昼
食
は
築
1
4
0

年
の
歴
史
と
情
緒
を
堪
能
で
き
る

下し
も
は
が
て
い

芳
我
邸
で
お
と
り
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
松
山
空
港
・
J
R
松
山
駅

前
も
し
く
は
集
合
場
所
に
て
散
会
と

な
り
ま
す
。

今
回
も
皆
様
の
素
敵
な
思
い
出
と

な
る
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

近
で
堪
能
す
る
ク
ル
ー
ズ
、
全
国
の

山
祇
神
社
や
三
島
神
社
の
総
本
社
で

あ
る
大お
お
や
ま
ず
み

山
祇
神
社
を
経
て
、
テ
レ
ビ

C
M
で
お
馴
染
み
の
日
本
食
研
の
豪

●
3
日
間
コ
ー
ス

今
回
の
記
念
旅
行
は
、
四
国
を
3

日
間
か
け
て
巡
る
コ
ー
ス
と
、
日
帰

り
コ
ー
ス
の
2
つ
の
プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。

3
日
間
コ
ー
ス
の
初
日
で
は
、
日

本
三
大
急
流
の
一
つ
来
島
海
峡
を
間

栗林公園

金刀比羅宮
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第41回全国統一研修会「四国大会 in 松山」開催記念

四国地方とは
北海道、本州、九州とともに日本列島を構成する主要島のひとつで、瀬戸内海を挟んで近畿地方・山陽地方・九州に三方を囲まれ

ています。島としての総面積は約 1万 8300㎢、徳島県、香川県、愛媛県、高知県の 4 県総人口は約 400万人。島の中央部には各
県を分断するように四国山地や讃岐山脈などがそびえ、なかでも愛媛県の石

いしづち

鎚山（標高 1982m）は西日本最高峰です。徳島県の吉野
川流域以北や香川県全域、愛媛県東予・中予地方など瀬戸内海側は温暖で雨が少なく、オリーブやミカンの栽培が盛ん。一方、徳島
県の大部分や愛媛県南予地方、高知県全域など太平洋側は、黒潮の影響で瀬戸内側より暖かいのが特徴です。

四国の魅力を徹底紹介 ! !

徳島県

香川県

愛媛県
高知県

高知県はこんなところ
■税理士登録者数：204名■方言の特徴：高知市や県中部・東部で話され
る土佐弁の大きな特徴は、母音を丁寧にハッキリ発音すること。「（水などが）
こぼれた」は「まけた」。■県のキャッチコピー：高知家～高知県は、ひとつの大
家族やき。～■県が誇るNo.1：森林率、県民ひとりあたりのカツオ消費量■
県のキャラクター「くろしおくん」について：土佐湾沖を流れる「黒潮」をモチー
フに、明るく元気な高知県のイメージキャラクターとして誕生。2002年開催の

「よさこい高知国体」では、大会マスコットとして大活躍した。

香川県はこんなところ
■税理士登録者数：535名■方言の特徴：阿波弁と同様、讃岐
弁も近畿方言の影響を受けている。県内でも地域差があり東

とうさん

讃
弁と西

せいさん

讃弁に区別される。たとえば「～だから」は東では「～やけ
ん」、西では「～やきん」。■県のキャッチコピー：かがやくけん、か
がわけん■県が誇るNo.1：うどん・そば消費量、うちわと扇子の
出荷量■県のキャラクター「親切な青鬼くん」について：浜田廣
介氏の童話「泣いた赤鬼」で友達の赤鬼を助けるやさしい青鬼
がモデル。瀬戸大橋が完成した平成元年にスタートした「わがか
がわ観光推進協議会」のマスコットキャラクターとして活躍。

愛媛県はこんなところ
■税理士登録者数：546名■方言の特徴：伊予弁は土佐弁に似
ているところも多いが、一般的によりソフトな語調といわれる。また、
南予は九州の影響が強く、中予・東予は近畿方言に近い。たとえば

「ください」は東予では「つかーさい」、南予では「やんなはい」。■県
のキャッチコピー：愛のくに愛顔あふれる愛媛県■県が誇るNo.1：マ
ダイの生産量（海面養殖業）、イヨカンの収穫量■県のキャラクター

「みきゃん」について：みかんの「み」と子犬の鳴き声「キャン」をあわ
せた名前。明るくて好奇心旺盛、楽天的でくよくよしない性格で、愛
媛県産の食べ物が好物、なかでもみかんが大好き。

②
香
川
県

①
徳
島
県

徳島県はこんなところ
■税理士登録者数：287名■方言の特徴：阿波弁と呼
ばれる。四国方言の中では近畿方言の影響をもっとも強
く受けている。「いがる（＝怒鳴る）」「かいらし（かわいい）」
など。■県のキャッチコピー：すっぴん徳島■県が誇る
No.1：人口10万人当たりの医師数、人口10万人当た
りの幼稚園数■県のキャラクター「すだちくん」について：
1993年に開かれた東四国国体でデビュー。県特産品の
すだちがモチーフで、チャームポイントの「愛くるしい笑顔」と

「ビタミン」を振りまきながら周囲を元気にしてくれる。

大特集

©わがかがわ観光推進協議会

©徳島県

©2011 愛媛県みきゃん

県のキャラクター：親切な青鬼くん

県のキャラクター：すだちくん

県のキャラクター：みきゃん

県のキャラクター：くろしおくん
©高知県
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②
香
川
県

①
徳
島
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
金
刀
比
羅
宮

「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
、

古
く
か
ら
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し
て
漁
師

や
船
員
ら
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
神
社
。
参

道
口
か
ら
奥
社
ま
で
は
1
3
6
8
段
の
石
段

が
あ
り
、
そ
の
参
道
に
は
旧
跡
や
文
化
財
が

多
数
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し

め
る
裏
参
道
も
お
す
す
め
で
す
。

●
琴
林
公
園
（
津
田
の
松
原
）

「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
、
さ
ぬ

き
市
を
代
表
す
る
景
勝
地
で
す
。
紺
碧
の
海

と
白
い
砂
浜
、
そ
し
て
約
3
0
0
0
本
の
松

林
。
風
格
の
あ
る
松
の
古
木
の
中
に
は
、
樹

齢
6
0
0
年
を
越
え
る
も
の
も
。1
9
1
5

年
に
県
立
公
園
に
、1
9
5
6
年
に
は
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
寒か
ん
か
け
い

霞
渓

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
豆
島
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
寒
霞
渓
は
、
島
の
最
高
峰
星

ヶ
城
と
四
方
指
の
間
に
あ
る
渓
谷
で
す
。
約

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
祖
谷
の
か
ず
ら
橋

三
好
市
西
祖
谷
山
村
善
徳
に
あ
る
こ
の
吊

り
橋
は
日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
か

つ
て
平
家
の
落
人
が
追
っ
手
の
進
入
を
防
ぐ

た
め
、
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
を
編
み
架
設
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
さ
45
m
、
幅

2
m
、
高
さ
14
m
で
ス
リ
ル
満
点
。
国
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
鳴
門
の
渦
潮

鳴
門
市
孫
崎
と
淡
路
島
と
の
間
の
鳴
門
海

峡
で
発
生
す
る
渦
潮
。
1
日
2
回
ず
つ
あ
る

満
潮
時
と
干
潮
時
に
発
生
し
ま
す
。
轟
音
を

あ
げ
な
が
ら
渦
潮
が
交
錯
す
る
さ
ま
は
壮
観
、

イ
タ
リ
ア
の
「
メ
ッ
シ
ー
ナ
海
峡
」、
ア
メ
リ

カ
の
「
セ
イ
モ
ア
海
峡
」
と
並
ん
で
〝
世
界

三
大
潮
流
〞
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
阿
波
お
ど
り
会
館

年
間
を
通
し
て
阿
波
お
ど
り
が
楽
し
め
る

施
設
で
す
。
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
で
は
専
属

連
「
阿
波
の
風
」
に
よ
る
阿
波
お
ど
り
を
観

1
3
0
0
万
年
前
の
火
山
活
動
で
で
き
た
安

山
岩
や
集
塊
岩
な
ど
が
変
化
に
富
ん
だ
絶
景

を
つ
く
り
あ
げ
て
お
り
、
日
本
三
大
渓
谷
美

の
ひ
と
つ
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
骨
付
鳥

1
本
丸
ご
と
特
製
ス
パ
イ
ス
で
味
付
け
さ

れ
、
皮
パ
リ
パ
リ
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
骨
付

鳥
は
、
丸
亀
市
発
祥
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し

て
人
気
急
上
昇
中
。
し
っ
か
り
し
た
歯
ご
た

え
の
「
親
ど
り
（
通
称
：
お
や
）」
と
ふ
っ

く
ら
柔
ら
か
な
「
若
ど
り
（
通
称
：
わ
か
）」、

ど
ち
ら
も
ビ
ー
ル
と
の
相
性
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

●
さ
ぬ
き
和
三
盆

「
竹ち

く
し
ゃ蔗
」
と
い
う
細
長
い
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら

作
ら
れ
る
国
内
産
高
級
砂
糖
。
こ
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
は
香
川
県
東
部
に
あ
る
「
和
泉
砂
岩
」
と

い
う
砂
地
で
育
て
ら
れ
、
独
特
の
香
り
や
旨

味
を
生
み
出
し
ま
す
。
口
ど
け
が
よ
く
淡
白

な
の
が
特
徴
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
な
ど

も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
イ
リ
コ

瀬
戸
内
海
の
お
だ
や
か
な
海
で
育
っ
た
イ

ワ
シ
で
つ
く
る
イ
リ
コ
は
、
濃
厚
で
旨

み
た
っ
ぷ
り
。
な
か
で
も
香
川
の
西
讃

部
に
あ
る
燧ひ

う
ち
な
だ灘
は
全
国
有
数
の
イ
リ
コ

産
地
と
し
て
有
名
で
す
。
本
場
さ
ぬ
き

う
ど
ん
の
ダ
シ
の
ほ
か
、
数
多
く
の
郷

土
料
理
に
使
わ
れ
ま
す
。

覧
し
た
後
、
一
緒
に
踊
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
阿
波
お
ど
り
の
歴
史
を
楽
し
く
学
べ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
徳
島
県
物
産
観
光
交
流

プ
ラ
ザ
も
あ
り
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
す
だ
ち

徳
島
で
生
ま
れ
た
す
だ
ち
は
、
全
国
シ
ェ

ア
ほ
ぼ
1
0
0
％
。
レ
モ
ン
を
上
回
る
豊
富

な
ビ
タ
ミ
ン
C
を
含
み
、
果
汁
だ
け
で
な
く

果
皮
も
薬
味
と
し
て
様
々
な
料
理
を
引
き
立

て
る
名
脇
役
で
す
。
露
地
物
の
旬
は
8
月
中

旬
〜
10
月
中
旬
で
す
が
、
通
年
手
に
入
る
天

然
果
汁
の
す
だ
ち
酢
も
お
す
す
め
。

●
阿
波
尾
鶏

県
内
で
古
く
か
ら
飼
育
さ
れ
て
い
た
赤

笹
系
軍
鶏
を
起
源
と
し
、
品
種
改
良
の
末

1
9
9
0
年
に
誕
生
。
98
年
に
は
「
地
鶏
特

定
規
格
」
の
基
準
を
満
た
す
地
鶏
の
中
で
生

産
量
が
全
国
1
位
に
。
低
脂
肪
な
が
ら
甘
味

と
コ
ク
が
あ
り
、
ほ
ど
よ
い
歯
ご
た
え
が
特

徴
の
高
級
鶏
肉
で
す
。

●
ハ
モ

徳
島
県
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
漁
獲
量

を
誇
る
ハ
モ
。
脂
の
上
品
な
甘
味
と
皮

の
濃
厚
な
旨
み
、
繊
細
な
食
感
が
最
高
。

小
松
島
市
に
あ
る
J
F
小
松
島
魚
市
場

で
は
、
ハ
モ
を
初
め
と
す
る
新
鮮
な
地

物
魚
介
類
が
並
び
、
一
般
客
も
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
。

イリコ

すだち

骨付鳥

阿波おどり会館

寒霞渓

鳴門の渦潮
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③
愛
媛
県

④
高
知
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
松
山
城

松
山
市
の
中
心
部
、
勝
山
に
そ
び
え
立
つ

松
山
城
。
日
本
で
12
カ
所
し
か
残
っ
て
い
な

い
「
現
存
12
天
守
」
の
う
ち
の
一
つ
を
有
す

る
城
郭
と
し
て
有
名
で
す
。2
0
0
6
年
に

「
日
本
1
0
0
名
城
」、
07
年
に
は
道
後
温
泉

と
と
も
に
「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土

1
0
0
選
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
道
後
温
泉

松
山
市
に
湧
出
し
、3
0
0
0
年
以
上
の
歴

史
を
誇
り
ま
す
。
中
心
街
に
あ
る
道
後
温
泉

本
館
は
、
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
三
層
楼
の
建

物
で
、1
9
9
4
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
た
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
。
共
同

浴
場
番
付
で
は
西
の
横
綱
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
臥が
り
ゅ
う龍

山
荘

明
治
の
貿
易
商
、
河
内
寅
次
郎
が
10
余
年

の
歳
月
を
か
け
て
建
設
し
た
約
3
0
0
0

坪
の
山
荘
。
肱
川
流
域
随
一
の
景
勝
地
、
臥

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
桂
浜

浦
戸
湾
口
、
龍
頭
岬
と
龍
王
岬
の
間
に
弓

状
に
広
が
る
海
岸
で
、
背
後
に
茂
る
松
の
緑

と
海
浜
の
五
色
の
小
砂
利
、
紺
碧
の
海
が
箱

庭
の
よ
う
に
調
和
、
古
く
か
ら
月
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
に
は
「
と
さ

い
ぬ
パ
ー
ク
」
や
水
族
館
、
坂
本
龍
馬
記
念

館
も
。

●
ひ
ろ
め
市
場

帯
屋
町
に
1
9
9
8
年
に
誕
生
し
た
集
合

型
飲
食
・
物
販
施
設
で
す
。
様
々
な
飲
食
店

約
40
店
舗
、
物
販
店
約
20
店
舗
が
混
在
し
、

相
席
が
基
本
の
屋
台
村
の
よ
う
な
広
々
と
し

た
空
間
で
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
、
思
い
思
い

の
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。
周
辺
観
光
の
休

憩
所
と
し
て
も
最
適
で
す
。

●
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十

四
万
十
の
山
奥
、
廃
校
の
体
育
館
を
改
築

し
て
つ
く
ら
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。
海

洋
堂
の
世
界
一
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ

龍
淵
を
臨
む
数
寄
屋
造
り
の
臥
龍
院
・
知
止

庵
・
不
老
庵
の
ほ
か
、
周
囲
の
自
然
を
と
り

い
れ
た
借
景
庭
園
も
見
事
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
タ
ル
ト

愛
媛
で
〝
タ
ル
ト
〞
と
い
え
ば
、
カ
ス
テ

ラ
生
地
に
あ
ん
こ
を
は
さ
ん
で
巻
い
た
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
状
の
郷
土
菓
子
タ
ル
ト
の
こ
と
。

あ
ん
こ
に
は
特
産
の
生
柚
子
が
配
合
さ
れ
、

ま
ろ
や
か
な
甘
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。
生
菓

子
で
す
が
し
っ
か
り
日
持
ち
す
る
の
で
、
贈

答
や
お
土
産
の
お
菓
子
と
し
て
最
適
で
す
。

●
も
ぶ
り
飯

「
も
ぶ
り
鮓
」
と
も
呼
ば
れ
る
ち
ら
し
寿
司

で
、
古
く
か
ら
祝
い
事
や
お
も
て
な
し
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
松
山
の
郷
土
料
理
で

す
。
そ
の
特
徴
は
、
瀬
戸
内
海
の
小
魚
で
ダ

シ
を
と
っ
た
甘
め
の
合
わ
せ
酢
。
刻
み
ア
ナ

ゴ
や
野
菜
を
混
ぜ
た
酢
飯
に
、
錦
糸
卵
と
旬

の
地
魚
を
た
っ
ぷ
り
盛
り
付
け
ま
す
。

●
じ
ゃ
こ
カ
ツ

近
海
で
と
れ
る
ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ
な
ど
を
す

り
身
に
し
、
ゴ
ボ
ウ
・
人
参
・
玉
ね
ぎ
を
加

え
て
味
付
け
、
成
形
し
た
後
、
パ
ン
粉

を
付
け
て
油
で
揚
げ
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

逸
品
。
発
祥
は
南
予
地
方
の
伊
方
町
で

す
が
、
現
在
で
は
県
内
各
地
で
ご
当
地

グ
ル
メ
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

ン
や
有
名
造
形
師
た
ち
の
紹
介
展
示
、
ジ
オ

ラ
マ
体
験
教
室
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
周
辺

に
は
「
四
万
十
川
カ
ッ
パ
造
形
大
賞
」
の
全

応
募
作
品
を
収
蔵
し
た
海
洋
堂
か
っ
ぱ
館
も
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

土
佐
料
理
の
代
表
格
と
い
え
ば
や
は
り
こ

れ
。
鮮
度
抜
群
の
カ
ツ
オ
を
藁
焼
き
し
、
皮

目
を
中
心
と
し
た
表
面
を
香
ば
し
く
仕
上
げ

た
逸
品
で
す
。
ニ
ン
ニ
ク
や
ネ
ギ
を
た
っ
ぷ

り
添
え
て
、
酢
の
効
い
た
醤
油
だ
れ
で
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

●
鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン

須
崎
市
発
祥
、
土
鍋
で
煮
込
ん
だ
ご
当
地

ラ
ー
メ
ン
で
す
。
ス
ー
プ
は
鷄
が
ら
醤
油
ベ

ー
ス
、
麺
は
歯
ご
た
え
の
あ
る
細
麺
、
具
に

は
親
鳥
の
肉
や
ね
ぎ
、
生
卵
、
ち
く
わ
な
ど

が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
須
崎
市
周
辺
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
袋
入
り
鍋
焼

き
用
生
ラ
ー
メ
ン
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ウ
ツ
ボ
料
理

日
本
近
海
ど
こ
で
も
生
息
し
て
い
る
も
の

の
、
食
す
る
の
は
主
に
四
国
近
辺
と
和
歌
山

県
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
ウ
ツ
ボ
。
消
費

量
日
本
一
の
高
知
県
で
は
、
タ
タ
キ

や
唐
揚
げ
、
に
こ
ご
り
な
ど
様
々
な

ウ
ツ
ボ
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
豊
潤
か
つ
淡
白
な
旨
み
は
一
度
味

わ
っ
た
ら
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

じゃこカツ

ウ
ツ
ボ
料
理

タルト

カツオのタタキ

道後温泉本館

ひろめ市場
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　全国統一研修会 四国大会。愛媛県松山での
開催は今回が初めてとなります。四国ミロク会
計人会の先生方にお力添えいただきながら、
MJS高松支社・松山営業所メンバーも準備に
奔走しております。四国大会へ全国の皆様のご
参加を心よりお待ち申し上げます。
MJS執行役員・中国四国圏統括部長・田島 幸和

　高松支社では、四国会の先生方と一致団結し
て「第41回全国統一研修会 四国大会 in松山」
の大成功に向けて準備しております。四国四県
の魅力がたくさん詰まった大会になっていま
すので、ご参加お待ちしております。
MJS高松支社長・田中 雅幸

　松山営業所では、全国各地から皆様にお越し
いただくために、おもてなし発祥の地として四
国会の先生方と協力し、心から楽しんでいただ
ける大会の準備をしております。道後温泉をは
じめ自然豊かな文豪の町で、当日は皆様にお会
いできることを楽しみにしております。
MJS松山営業所長・神戸 良治

四国会はこんな組織 !!
　四国ミロク会計人会（四国会）は、香川県・愛
媛県・徳島県・高知県の4地区で構成されていま
す。会員事務所数は、香川県57事務所、愛媛県
18事務所、徳島県21事務所、高知県20事務所
でMJSのシステムをお使いの事務所様の多く
が会員となっています。事務局はMJS高松支社
にあり、会員増強に向けて税理士会認定研修会
の実施、ゴルフコンペの開催、広報誌「へんろ道」
の発刊など各委員会の活動を活発に行っていま
す。

左：認定研修会の模様
右：懇親ゴルフ大会の模様

訪ねてみたい！四国八十八ヶ所霊場のお寺紹介
四国を一周ぐるりと囲むように点在する弘法大師空海ゆかりの八十八の札所寺院。すべてを巡るのは無理でも、

四国を訪れた際にはぜひいくつか参詣しておきたいですね。ここでは、ぜひ訪ねてみたい寺院を各県1社ずつ紹介します。

高知県室戸市　24番　室
むろとざん

戸山 明
みょうじょういん

星 院 最
ほ つ み さ き じ

御崎寺
宗派：真言宗豊山派　本尊：虚空蔵菩薩

「修行の道場」とされる
土佐最初の霊場。太平洋の
雄々しい波が打ち寄せる室
戸岬の突端に位置していま
す。宝物館には国指定重要文
化財の石

せきぞうにょいりんかんのんはんかぞう

造如意輪観音半跏像
や 木

も く ぞ う や く し に ょ ら い ざ ぞ う

造 薬 師 如 来 坐 像、
木
もくぞう がっこうぼさつ りゅうぞう

造月光菩薩立像などが保管されています。大師が虚空蔵求
聞持法の苦行をしたという海際の「御

み く ろ ど

厨人窟」も見どころの
一つ。

約1460kmにもおよぶ四国
遍路道の出発点、第一番札所
です。815年（弘仁6年）、弘
法大師が四国の北東から右回
りに巡教した際、この地で衆
生の88の煩悩を浄化し、心身
の救済ができる霊場を開こう

と37日間の修法を行ったといいます。〝一番さん〟と親しまれ、
一年中白装束に菅笠姿のお遍路さんたちで賑わっています。

徳島県鳴門市　1番　竺
じくわざん

和山 一
いちじょういん

乗 院 霊
りょうぜんじ

山寺
宗派：高野真言宗　本尊：釈迦如来

伊予最後の霊場で、標高約
430mの平石山の中腹に位置し
ます。江戸時代の俳人・小林
一茶が1795年（寛政7年）に
三角寺を訪れた際、「これで
こそ 登りかひあり 山桜」と
詠んだだけあって、山内は樹

齢300～400年の桜が見事な名所。周囲10数mの三角の池には三
角形の島があり、弁財天が祀られた小さな堂が建っています。

愛媛県四国中央市　65番　由
ゆれいざん

霊山 慈
じそんいん

尊院 三
さんかくじ

角寺
宗派：高野山真言宗　本尊：十一面観世音菩薩

甲山寺周辺は弘法大師の故
郷で、幼少時代によく遊んだ
といわれる場所。山の形が毘
沙門天の鎧、兜の形に似てい
ることから「甲山寺」と名づ
けられたそうです。本堂は檜
の一木造りで、重厚な姿と力

強く引き締まった表情の薬師如来像が祀られています。大師
堂の左手にある奥行12mほどの岩窟には、大師が彫ったとい
われる毘沙門天像も。

香川県善通寺市　74番　医
いおうざん

王山 多
たほういん

宝院 甲
こうやまじ

山寺
宗派：真言宗善通寺派　本尊：薬師如来

伊予阿波

讃岐土佐
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所在地 高知県高知市伊勢崎町15-6
TEL 088-873-1194
FAX 088-873-1319
設立 1990年
職員数 8名
導入システム／ACELINK NX-Pro

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
職
員
時
代
に

培
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
精
神

―
税
理
士
を
目
指
す
前
に
は
関
東

の
大
手
企
業
で
働
い
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
当
時
は
ど
の
よ
う
な
業
務
に

携
わ
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

乾
伸
行
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

私
は
大
学
卒
業
後
、
某
乳
業
メ
ー
カ

ー
に
入
社
し
、
3
年
ほ
ど
勤
務
し
ま

し
た
。
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ

の
営
業
を
担
当
し
、
例
え
ば
チ
ー
ズ

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
い
っ
た
自
社
商
品

を
ど
の
よ
う
に
販
売
、P
R
し
て
い
く

か
を
企
画
し
た
上
で
、
実
際
に
バ
イ

ヤ
ー
さ
ん
た
ち
に
提
案
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
店
頭
で
の
フ
ェ
ア
を
企

画
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

―
当
時
の
経
験
が
役
に
立
つ
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

乾
　

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
何
よ
り

も
役
立
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
か
ら

培
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
精
神
で
す
。

私
が
税
理
士
業
界
に
飛
び
込
ん
だ
頃

は
、
ま
だ
業
界
内
に
サ
ー
ビ
ス
精
神

と
い
う
概
念
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

税
理
士
が
顧
客
の
目
線
に
立
っ
て
物

事
を
考
え
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

顧
客
か
ら
税
理
士
と
い
え
ば
ど
こ
か

堅
そ
う
、
気
難
し
そ
う
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
だ
っ
た
の
で

す
。

　高知県高知市に事務所を構える乾税理士事務所。所長の乾 伸行先生は大学卒業後、
関東の大手企業で営業マンとして働いた後に税理士になったという経歴の持ち主。
そのため、一般企業の目線に立ったアドバイスを得意としているそうです。
さっそく、乾税理士事務所を訪問し、乾先生に昨今の取り組みについて伺いました。

営業マン時代の経験を生かしサービス精神に
溢れた信頼第一の事務所経営を実践

事 務 所 訪 問

乾税理士事務所

高知県高知市
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し
か
し
、
私
は
か
な
り
早
い
段
階

か
ら
税
理
士
業
務
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ

と
考
え
て
い
ま
し
た
し
、
も
と
も
と

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
て
い
た
の

で
、
顧
客
の
目
線
に
立
つ
の
は
日
常

的
な
ス
タ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
か
ら
顧

客
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
提
案
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
仕
事
を
始
め
て
か

ら
も
顧
問
先
に
こ
う
し
た
ほ
う
が
い

い
と
感
じ
た
こ
と
を
自
然
と
伝
え
て

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
多
く
の
経

営
者
に
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

―
一
般
企
業
の
苦
労
が
分
か
る
と

い
う
点
も
強
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

乾
　

そ
れ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

一
般
企
業
が
売
り
上
げ
を
立
て
る
こ

と
の
苦
労
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
営
業

の
苦
労
を
身
に
染
み
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
顧
問

先
の
経
営
者
も
私
に
本
音
や
愚
痴
を

話
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
そ
う
い
っ
た
会
話
の
中
か
ら
課

題
を
見
出
し
、
解
決
に
導
か
れ
る
こ

と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
顧
問
先

か
ら
本
音
を
引
き
出
す
た
め
に
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

乾
　

顧
問
先
の
本
音
を
引
き
出
す
上

で
重
要
な
の
は
信
頼
関
係
で
す
。
誰

だ
っ
て
そ
う
で
す
が
、
信
頼
し
て
い

な
い
相
手
に
本
音
は
話
し
ま
せ
ん
し
、

距
離
感
が
あ
る
と
つ
い
つ
い
見
栄
を

張
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

私
の
場
合
は
あ
る
程
度
の
距
離
感
は

保
ち
な
が
ら
も
、
顧
問
先
の
経
営
者

た
ち
と
時
間
が
許
す
限
り
は
ゴ
ル
フ

や
食
事
な
ど
を
共
に
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
親
し
く
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
は
一

緒
に
旅
行
に
出
か
け
た
り
し
な
が
ら
、

互
い
に
悩
み
事
な
ど
を
打
ち
明
け
た

り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
で
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が
増
え

ま
し
た
か
。

乾
　

今
も
昔
も
相
続
に
関
す
る
相
談

が
多
い
で
す
ね
。
相
続
は
非
常
に
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
、
家
族
の

こ
と
に
ま
で
話
が
及
ぶ
の
で
、
や
は

り
信
頼
関
係
の
上
に
成
り
立
つ
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
私
は
勤
務

時
代
か
ら
相
続
案
件
に
携
わ
っ
て
い

た
の
で
、
開
業
時
か
ら
あ
る
程
度
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
し
、

高
知
に
戻
っ
て
か
ら
も
東
京
の
勉
強

会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
出
か
け
、
相
続
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る
よ

う
に
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
あ
た
り

も
強
み
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け

当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ま
だ
普

及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
顧
問
先

に
そ
う
い
っ
た
鮮
度
の
高
い
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
差
別
化
に
つ
な
が

っ
た
の
で
す
。

経
営
者
と
の
ご
縁
を
育
ん
だ

青
年
会
議
所
で
の
活
動

―
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
開

業
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
出
身
地
の
高
知

に
戻
っ
て
開
業
さ
れ
た
当
初
は
ど
の

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

乾
　

し
ば
ら
く
は
顧
問
先
が
親
戚
だ

け
と
い
う
状
況
で
、
職
員
を
雇
う
こ

と
も
で
き
ず
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
室
を
事
務
所
に
し
て
い
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
当
時
か
ら
最
新
の
シ

ス
テ
ム
に
は
関
心
が
あ
り
ま
し
た
し
、

も
と
も
と
働
い
て
い
た
税
理
士
事
務

所
で
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

い
た
の
で
、
早
い
段
階
で
M
J
S

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
か
ら
顧
問
先
に
上
質
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
思
い
は
強
か
っ
た
の
で
す
。

―
そ
の
後
、
ど
う
い
う
経
緯
で
顧

問
先
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

乾
　

四
国
税
理
士
会
の
集
ま
り
で
香

川
県
の
先
輩
か
ら
「
地
元
の

青
年
会
議
所
の
会
員
に
な
る
と

い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

た
だ
き
、
青
年
会
議
所
の
会
員

に
な
っ
た
こ
と
が
転
機
と
な
り

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
私

は
高
知
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
は

い
え
、
学
生
時
代
か
ら
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
時
代
ま
で
地
元
を
離
れ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
高
知

の
企
業
や
経
営
者
の
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
知
り
合

い
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
積
極
的
に
青
年
会
議

所
の
会
合
や
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
次
第
に
高
知
の
経
済
状
況
や
企

業
動
向
に
明
る
く
な
り
、
さ
ら
に
は

地
元
の
経
営
者
の
方
々
に
も
顔
を
覚

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
結
果
的
に
そ
の
ご
縁
が
顧
問
契

約
に
つ
な
が
る
な
ど
し
て
、
徐
々
に

顧
問
先
の
件
数
も
増
加
し
て
い
き
ま

し
た
。

﹁
は
ち
き
ん
﹂な
職
員
が
活
躍
す
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
明
る
い
職
場

―
現
在
の
事
務
所
の
強
み
や
モ
ッ

ト
ー
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

乾
　

常
に
顧
問
先
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
税
務
会
計
の
専

門
性
に
関
し
て
は
、
正
直
言
っ
て
他

を
圧
倒
で
き
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
も
私
自
身
や
職
員
の

サ
ー
ビ
ス
精
神
、
人
柄
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
職
員
全
員
が
女
性
で
す
が
、
そ

の
あ
た
り
も
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
精

神
に
お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

乾
　

男
性
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
は
私
を
除
い
て
女

性
の
み
の
職
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
知
の
言
葉
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
は

ち
き
ん
」（
元
気
な
女
性
）
が
多
く
、

事 務 所 訪 問
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事 務 所 訪 問

一般企業での勤務経験を生かし、顧問先との信頼関係構築に尽力する
乾 伸行先生

ン
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎
月
1
回
は

全
体
会
議
を
行
い
、
各
種
業
務
の
状

況
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
税
務
会
計
や

経
済
に
関
す
る
雑
誌
・
専
門
誌
な
ど

の
記
事
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
顧
問

先
か
ら
の
要
望
な
ど
を
即
時
に
共
有

し
、
そ
れ
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く

か
を
話
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
最
近
は
異
業
種
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

乾
　

月
に
2
回
、
若
手
の
弁
護
士
や

社
会
保
険
労
務
士
、
司
法
書
士
な
ど

と
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
も
信
頼
関

係
を
大
切
に
し
て
お
り
、
仕
事
の
相

談
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め

と
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
付
き
合
い

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

自
分
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
案
件

が
舞
い
込
ん
で
き
て
も
、
気
楽
に
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

乾
　

顧
問
先
と
の
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
て
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は

事
務
所
の
雰
囲
気
は
明
る
い
で
す
ね
。

こ
の
あ
た
り
が
う
ち
の
事
務
所
な
ら

で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
親
し
み
感

の
あ
る
雰
囲
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
、
顧
問
先
か
ら
も
よ
く
「
雰
囲
気

が
い
い
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

―
職
員
教
育
に
つ
い
て
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

乾
　

常
に
向
上
心
を
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
全
職
員
に

毎
年
、
税
理
士
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

乾
　

私
か
ら
事
細
か
く
指
示
を
出
し

た
り
、
注
意
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
私
は
外
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
そ
の
分
、
職
員
た
ち
が
し
っ

か
り
と
事
務
所
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
女
性
中
心
の

職
場
環
境
な
の
で
、
案
外
と
そ
れ
が

ち
ょ
う
ど
良
い
距
離
感
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
事
務
所
内
で

の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　乾先生は大学卒業後、乳業メーカーで働いていましたが、

次第により自分らしい仕事があるのではないかと思うようにな

りました。そんな折、自宅の近所にあった税理士事務所が

目に入りました。「その事務所の職員がアタッシェケースを抱

えて颯爽と外回りに出る姿を見て、税理士事務所の仕事に

興味を持つようになったのです」と乾先生は振り返ります。そ

して「自分は長男だし、いつかは実家に帰らなければならな

い。であれば、資格を取得しておこう」と、26歳で同社を退社。

以来、関東の税理士事務所で働きながら資格勉強にいそし

まれたそうです。当時は「昼は仕事、夕方からは簿記学校、

夜は自習という日々 でした。学生時代の仲間たちがビジネスパー

ソンとして活躍していた時期でもあったので、焦燥感もあって

必死に勉強に打ち込んでいた」といいます。そして、31歳の

時に税理士試験に合格、2、3年ほど関東の事務所で勤務を

続けた後、1990年に高知に戻って開業しました。

税 理 士 ま で の 歩 み

顧
問
先
の
件
数
が
右
肩
上
が
り
で
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
知
は

人
口
減
少
、
産
業
の
空
洞
化
と
い
っ

た
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
先

行
き
は
決
し
て
明
る
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
よ

り
経
営
者
と
し
っ
か
り
と
手
を
組
み
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
貢
献
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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「
が
ん
ば
る
商
店
街
」
の
取
り
組
み

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
全
国
商
店
街

に
最
近
の
景
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
結
果
、「
繁
栄
し
て
い

る
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
は
2
・
2
％
、

「
繁
栄
の
兆
し
が
あ
る
」
と
し
た
と

こ
ろ
は
3
・
1
％
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
回
答
は
全
体
の
わ
ず
か
5
・
3
％

全
国
商
店
街
66
・
9
％
が
衰
退

09
年
か
ら
1
割
超
が
空
き
店
舗
に

今
年
3
月
、
中
小
企
業
庁
の
委

託
を
受
け
た
（
株
）
ア
ス
ト
ジ
ェ

イ
（
東
京
都
新
宿
区
）
が
公
開
し

た
「
平
成
27
年
度
商
店
街
実
態
調
査

　

商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
型
商
業
施
設
の
進
出
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
流
通
経
路
の
多
様
化
、少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

な
ど
の
構
造
的
な
要
因
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、近
年
の
全
国
商
店
街
の
傾
向
や
動
向
と
と
も
に
、経
済
産
業
省
が

選
出
し
た「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」の
中
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
奮
闘
し
て
い
る
先
進
的
な
商
店
街
を
紹
介
し
ま
す
。

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一
方
、「
衰

退
し
て
い
る
」
は
35
・
3
％
、「
衰

退
の
恐
れ
が
あ
る
」
は
31
・
6
％
、

「
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
（
横
ば
い
で
あ

る
）」
が
24
・
7
％
で
し
た
。
全
体

と
し
て
衰
退
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、「
衰
退
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
商
店
街
は
3
年
前
の
前
回
調
査

よ
り
7
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
少
、「
繁

栄
し
て
い
る
」「
繁
栄
の
兆
し
が
あ

る
」
は
そ
れ
ぞ
れ
前
回
調
査
よ
り

1
・
2
ポ
イ
ン
ト
、
0
・
8
ポ
イ
ン

ト
増
加
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

全
体
の
衰
退
傾
向
に
伴
っ
て
商
店

街
で
は
空
き
店
舗
化
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
同
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
全

国
商
店
街
の
空
き
店
舗
率
は
13
・
17

％
で
、
前
回
調
査
よ
り
1
・
45
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
た
も
の
の
、2
0
0
9

年
か
ら
10
％
を
超
え
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。 

最
近
3
年
間
の
1
商

店
街
当
た
り
の
空
き
店
舗
数
の
変
化

で
は
、「
増
え
た
」（
31
・
9
％
）
と

回
答
し
た
商
店
街
が
、「
減
っ
た
」

（
13
・
1
％
）
と
回
答
し
た
商
店
街

を
18
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま

す
。

重
要
課
題
は
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

地
域
団
体
な
ど
と
の
連
携
が
カ
ギ

さ
ら
に
同
調
査
で
は
、
現
況
の

商
店
街
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
多

い
も
の
か
ら
「
経
営
者
の
高
齢
化

に
よ
る
後
継
者
問
題
」（
64
・
6
％
）、

「
集
客
力
が
高
い
・
話
題
性
の
あ
る

店
舗
・
業
種
が
少
な
い
又
は
無
い
」

（
40
・
7
％
）、「
店
舗
等
の
老
朽
化
」

（
31
・
6
％
）、「
商
圏
人
口
の
減
少
」

（
30
・
6
％
）
と
な
り
ま
し
た
。 

後
継
者
不
足
や
新
た
な
担
い
手
不

足
な
ど
を
補
完
す
る
た
め
に
、
ま
た

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
伝

統
文
化
の
継
承
、
安
心
・
安
全
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
う
た
め
に
、
全
国

の
商
店
街
で
は
「
地
域
の
各
種
団
体

等
と
の
連
携
の
促
進
」
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
全
体
の
75
・
4
％
の
商

店
街
が
地
域
の
各
種
団
体
と
の
連
携

を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
。 

連
携
先
は
「
商
工
会
・
商
工

会
議
所
」（
70
・
5
％
）、「
自
治
会
・

町
内
会
・
婦
人
会
」（
63
・
5
％
）、

「
他
の
商
店
街
」（
47
・
8
％
）
な
ど

で
す
。
ち
な
み
に
、
同
調
査
に
よ
る

と
繁
栄
し
て
い
る
商
店
街
が
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
は
「
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
」（
87
・
8
％
）、「
防
災
・
防
犯
」

（
75
・
6
％
）、「
環
境
美
化
、
エ
コ

活
動
」（
70
・
5
％
）
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
繁
栄
し
て

い
る
商
店
街
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
以

降
、
中
小
企
業
庁
が
昨
年
3
月
に
選

定
、
公
表
し
た
「
が
ん
ば
る
商
店
街

30
選
」
の
中
か
ら
地
域
別
に
3
つ
の

商
店
街
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

※平成27年度商店街実態調査
報告書の概要＝調査地域：全国
▶調査対象：商店街（商店街振興
組合、事業協同組合、任意団体。
小売業、サービス業等を営む者
の店舗等が主体となって街区を
形成し、これらが何らかの組織
を形成しているもの）▶調査方
法：郵送による発送と回収およ
びインターネットによる回収▶
調査時点：2015年11月1日現在
▶調査票発送数：8000▶調査票
の回答：調査票回答件数3262（回
答率40・8％）、うち有効回答件
数3240（有効回答率40・5％）

図　商店街の最近の景況
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細溪会長（左）と星野さん。商店街の後継者
以外に各店で働く若者や外部人材も受け入
れている

かえっこバザールの様子。「かえっこ」シス
テムは美術家の藤 浩志さんが考案したもの
だという

親子DAYの次なる目的は「パパ・ママネット
ワーク」を発足することだという。パパ・マ
マ世代の意見をまちづくりに反映し商店街
のさらなる魅力アップにつなげていこうと
している

内
の
商
圏
人
口
は
四
国
で
も
最
大

規
模
、
3
商
店
街
合
わ
せ
た
店
舗

数
は
2
6
1
店
、
数
の
上
で
は
郊

外
に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
を
も
し
の
ぐ
ほ
ど
で
す
。
し

か
し
、「
N
A
S
A
P
を
結
成
す
る

2
0
1
2
年
ま
で
は
互
い
の
交
流
は

な
く
、
立
地
や
店
舗
数
の
強
み
を
生

か
す
こ
れ
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
細ほ
そ
た
に溪 

達
哉
会
長
は
話
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

同
協
議
会
で
は
ま
ず
垣
根
を
取
っ
払

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
交
換
す
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
活
動
を
開
始
し

3
商
店
街
の
若
手
中
心
に
組
織
を
統
合

「
高
松
南
部
商
店
街
新
世
代
協
議
会
」

香
川
県
の
中
核
部
、
高
松
市
南
部

の
3
商
店
街
（
高
松
常
磐
町
商
店
街
、

高
松
田
町
商
店
街
、
高
松
南
新
町
商

店
街
）
で
は
2
、
3
代
目
の
若
手
が
中

心
と
な
っ
て
「
高
松
南
部
商
店
街
新
世

代
協
議
会
（
N
A
S
A
P
）」
を
結

成
し
、
新
た
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
商

店
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
商
店
街
は
高
松
市
で
も
下
町

ら
し
さ
が
残
る
南
部
エ
リ
ア
に
入
り

組
む
よ
う
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
市

た
そ
う
で
す
。

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

生
活
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
店
街
へ

N
A
S
A
P
を
結
成
し
て
以
降
、

各
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
た
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
県
内

の
蔵
元
か
ら
集
め
た
日
本
酒
の
試
飲

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
13
年
、
3
商
店
街
に
よ

る
初
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

し
た
の
が
「
商
店
街
親
子
D
A
Y
」

で
し
た
。

N
A
S
A
P
で
は
か
ね
て
か
ら
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
従
来
の
会
社
員

や
高
齢
者
、
学
生
な
ど
に
加
え
て
、

新
た
に
親
子
連
れ
を
呼
び
込
む
必
要

が
あ
る
こ
と
が
3
商
店
街
の
課
題
と

し
て
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
は
別
に
高
松
市
で
は
12
年
に

行
っ
た
地
域
住
民
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
で
子
ど
も
の
遊
び
場
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
と
い

う
声
が
多
く
出
て
お
り
、
香
川
県
で

は
13
年
か
ら
商
店
街
を
舞
台
と
し
た

企
画
を
募
集
す
る
補
助
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。
商
店
街
親
子

D
A
Y
は
、N
A
S
A
P
が
こ
の
補

助
事
業
に
応
募
し
採
択
さ
れ
実
現
し

た
も
の
で
す
。

11
月
の
土
、
日
曜
日
に
行
わ
れ
た

親
子
D
A
Y
の
目
玉
は
「
か
え
っ
こ

バ
ザ
ー
ル
」。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

が
不
要
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
ち

寄
り
交
換
す
る
と
い
う
も
の
で
、
交

換
す
る
に
は
商
店
街
の
店
舗
で
職
業

体
験
を
し
て
疑
似
通
貨
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。N
A
S
A
P
で
は
3
商
店
街

全
域
の
合
計
50
店
舗
を
職
業
体
験
の

場
と
し
て
開
放
し
親
子
連
れ
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
結
果
、
2
日
間
の
延

べ
参
加
人
数
は
1
万
5
0
0
0
人
に

上
り
、
通
常
の
1
・
5
倍
ほ
ど
の
人

を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
そ
う
で

す
。N
A
S
A
P
メ
ン
バ
ー
の
星
野

行
人
さ
ん
に
よ
る
と
、
職
業
体
験
に

参
加
し
た
子
ど
も
の
年
齢
は
幼
稚
園

児
か
ら
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で

で
、
数
あ
る
店
舗
の
中
で
も
人
気
だ

っ
た
の
は
女
の
子
で
は
お
花
屋
さ
ん

と
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
、
男
の
子
で
は
近

場
に
あ
る
地
元
鉄
道
会
社
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
駅
員
体
験
だ
っ
た
そ
う
で
、

「
子
ど
も
に
人
気
の
職
業
は
い
つ
の

時
代
も
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
」
と
星

野
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
ち
な

み
に
、
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
は
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
県

の
補
助
も
得
て
こ
れ
だ
け
の
規
模
で

行
っ
た
の
は
全
国
で
も
初
の
ケ
ー
ス

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
商
店
街
親
子

D
A
Y
は
翌
14
年
に
も
開
催
、
第
2

回
目
は
初
回
の
反
省
も
踏
ま
え
て
ト

イ
レ
や
授
乳
室
な
ど
ハ
ー
ド
面
も
充

実
さ
せ
て
さ
ら
に
好
評
と
な
り
、
参

加
者
か
ら
は
恒
例
行
事
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
経
験
を
経
て
N
A
S
A
P

で
は
、「
商
店
街
が
生
き
残
る
に
は
単

に
商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
認
識
が
強
く
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
細
溪
会
長
は
「
そ
の
た
め
に
あ
え

て
〝
新
し
い
こ
と
〞
を
や
ろ
う
と
し
て

は
だ
め
、
地
域
に
あ
る
問
題
に
注
意
深

く
目
を
向
け
て
着
実
に
解
決
す
る
手
段

を
探
る
中
か
ら
自
然
に
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
は
ず
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

事
例
①

高
松
南
部
商
店
街

所在地：香川県高松市南新町
商圏人口：約42万人（高松市）
主な客層：会社員、高齢者、学生・若者
URL： http://www.eki-exp.info/nasap
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石川会長（右）と糸井さん。連合会では
空き店舗対策として家主から店舗を買
い上げ、新たな入居者探しや橋渡し業
務も行っている

六角橋商店街入り口。アーチのデザイ
ンは神奈川大学建築学科の学生による
もの。通り沿いには学生向けのテイク
アウト食品を売る店も多い

ドッキリヤミ市場の様子。個性
的なイベントでは商店街プロレ
ス開催の元祖としても知られる

る
こ
と
で
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

六
角
橋
商
店
街
は
メ
ー
ン
と
な
る

ア
ー
チ
路
に
加
え
て
並
行
す
る
ア
ー

ケ
ー
ド
「
ふ
れ
あ
い
通
り
」、
さ
ら

に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
通
り
」
の
入
口
ま

で
に
あ
る
1
7
0
店
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
最
も
歴
史
が
古
い
の
は
ふ

れ
あ
い
通
り
で
、
戦
後
か
ら
高
度
成

長
期
に
か
け
て
は
生
鮮
食
品
や
生
活

用
品
を
買
い
求
め
る
人
で
常
に
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

「
そ
の
後
の
バ
ブ
ル
期
の
再
開
発
に

は
乗
り
遅
れ
、
ス
ー
パ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
進
出
な
ど
で
買
い
物
客
が
減
り
続

昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
生
か
し
て

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を
作
成

横
浜
市
・
東
急
東
横
線
白
楽
駅

を
出
て
す
ぐ
、
旧
綱
島
街
道
上
約

3
0
0
m
の
ア
ー
チ
路
を
中
心
と

す
る
六
角
橋
商
店
街
は
、
日
本
で
い

ち
ば
ん
若
者
の
通
行
量
が
多
い
商
店

街
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
通
り
の
先
に

神
奈
川
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、

学
生
た
ち
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
商
店
街
で

は
昭
和
の
趣
を
残
す
ま
ち
並
み
を
生

か
し
、
地
元
行
政
や
学
生
と
も
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を
運
用
す

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
は
こ
の
状
況
を
逆
手
に
取
り
、

〝
昭
和
レ
ト
ロ
〞
を
前
面
に
押
し
出
し

た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め
た
の
で

す
」
と
、
商
店
街
連
合
会
会
長
の
石

川 

清
貴
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

一
連
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の

は
お
よ
そ
20
年
前
。
当
時
は
全
店
舗

の
1
割
ほ
ど
が
空
き
状
態
と
な
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
に
起
き

た
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
っ
て

外
部
か
ら
の
出
店
が
増
加
し
、
今
で

は
個
別
の
事
情
を
抱
え
る
3
店
舗
を

除
く
全
て
の
店
舗
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。商

店
街
の
〝
ウ
リ
〞
で
あ
る
昭
和

レ
ト
ロ
な
ま
ち
並
み
を
維
持
す
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定
で

す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
商
店
街
は
じ
め

周
辺
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
、
通
り

沿
い
店
舗
の
開
口
部
や
外
壁
の
色
彩
、

看
板
や
商
品
陳
列
の
仕
方
ま
で
を
定

め
た
も
の
で
、
横
浜
市
の
条
例
に
基

づ
き
、
神
奈
川
大
学
建
築
学
科
の
学

生
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
2
0
1
4

年
に
完
成
、
同
年
か
ら
運
用
開
始
し

て
い
ま
す
。

六
角
橋
商
店
街
連
合
会
が
公
開
し

て
い
る
資
料
「
レ
ト
ロ
モ
デ
ル
作
法

集
」
を
見
る
と
、
出
店
者
に
対
し
て

商
店
街
の
統
一
感
を
図
る
た
め
に
、

店
の
顔
と
な
る
開
口
部
は
2
〜
3
m

に
、
し
つ
ら
え
は
「
開
放
型
」「
の

れ
ん
型
」「
カ
ウ
ン
タ
ー
型
」「
ガ
ラ

ス
型
」、
看
板
や
外
壁
は
黄
色
や
赤
な

ど
の
暖
色
系
を
基
調
に
す
る
こ
と
な

ど
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
は
各
店
の
意

匠
を
厳
し
く
規
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
連
合
会
員
の
総
意
の
下
、

商
店
街
に
ご
縁
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
と

そ
の
魅
力
を
共
有
し
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
の
一
助
と
し
て
い
ま
す
」
と

石
川
会
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

夜
間
フ
リ
マ
「
ド
ッ
キ
リ
ヤ
ミ
市
場
」

海
外
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
も
狙
う

六
角
橋
商
店
街
に
は
伝
統
と
も
い

う
べ
き
目
玉
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
毎
年
8
月
を
除
く
4
〜
10
月
の

第
三
土
曜
日
午
後
8
時
か
ら
開
催
し

て
い
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ド
ッ

キ
リ
ヤ
ミ
市
場
」
が
そ
れ
で
、
今
年

6
月
に
通
算
1
0
9
回
を
数
え
ま
し

た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
と
な
る
の
は

戦
後
栄
え
た
仲
見
世
の
雰
囲
気
を
色

濃
く
残
す
長
さ
2
0
0
m
の
ふ
れ
あ

い
通
り
で
、
近
隣
住
民
が
持
ち
込
ん

だ
商
品
が
並
ぶ
ほ
か
、
路
上
音
楽
ラ

イ
ブ
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

行
わ
れ
ま
す
。「
人
間
は
暗
く
て
狭
い

場
所
、
雑
然
と
し
た
場
所
に
な
ぜ
か

興
味
を
抱
く
心
理
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
、
ド
ッ
キ
リ
ヤ
ミ
市
場
は
ネ
ー
ミ

ン
グ
も
相
ま
っ
て
そ
の
特
性
を
最
大

限
に
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
販
売
促
進
部
会

の
糸
井 

勇
さ
ん
。
最
近
は
買
い
物
客

に
商
店
街
の
見
切
り
品
を
安
く
販
売

し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
料
理
を
出

す
店
も
現
れ
、
ま
す
ま
す
活
気
を
帯

び
て
き
て
い
る
の
だ
と
か
。

さ
ら
に
連
合
会
が
こ
れ
か
ら
目
指

す
の
は
、「
商
店
街
を
観
光
資
源
と
し

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
」

（
糸
井
さ
ん
）
だ
そ
う
で
す
。
昨
年

に
は
韓
国
か
ら
2
団
体
が
視
察
に
訪

れ
た
そ
う
な
の
で
、
今
後
の
展
開
が

実
に
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。

事
例
②

六
角
橋
商
店
街

所在地：横浜市神奈川区六角橋
商圏人口：約12万人（神奈川区）
主な客層：主婦、高齢者、家族連れ
URL： http://www.rokkakubashi.jp
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太田事務局長。事務局の業務効率化
では集金のインターネットサービス対応
や回覧板の電子化を進めており、こち
らも先進的な取り組みとして注目される

「商店街は舞台」という言葉を象徴する
週末のライブイベント。継続していく
ことで、やがて全国区となるミュージ
シャンが生まれるかもしれない

商店街入り口（駅前側）。駅からわ
ずか200m、大型商業施設にもつ
ながる立地は情報の発信拠点とす
るにふさわしい

「
1
0
0
年
に
一
度
の
転
換
期
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

同
商
店
街
で
も
大
き
な
変
化
が
起
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

市
の
再
開
発
方
針
が
固
ま
っ
た
の

は
12
年
、
同
時
期
に
新
任
さ
れ
商
店

街
の
運
営
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な

っ
た
大
分
市
中
央
商
店
街
振
興
組
合

の
太
田 

和
幸
事
務
局
長
は
「
商
店
街

は
人
々
が
輝
く
舞
台
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
強
化
す
る
」
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
合
事

務
局
で
は
店
舗
間
の
連
携
を
呼
び
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
が
主
催

駅
前
の
再
開
発
で
活
気
づ
く
中
心
部

商
店
街
を
人
が
輝
く
舞
台
に
す
る

大
分
駅
前
に
立
地
す
る
大
分
市

中
央
町
商
店
街
（
セ
ン
ト
ポ
ル
タ

中
央
町
）。
南
北
全
長
約
3
0
0
m

の
中
央
通
り
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設

け
ら
れ
、
そ
こ
に
東
西
3
本
の
通
り

が
交
差
し
て
い
ま
す
。
店
舗
総
数
は

2
7
0
店
。
加
え
て
2
0
1
5
年

春
に
は
駅
に
併
設
す
る
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ビ
ル
「
J
R
お
お
い
た
シ

テ
ィ
」
や
大
分
県
立
美
術
館
が
オ

ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
周
辺
土
地
の

値
段
も
上
昇
に
転
じ
、
地
元
で
は

す
る
企
画
を
手
伝
う
ア
ル
バ
イ
ト
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
た
り
、
若
者
が
中

心
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
任
意
団
体
「
お
お
い
た
街
活
の
会
」

と
協
力
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
14
年
に
は
月
に
1

回
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

場
所
と
し
て
「
ま
ち
な
か
井
戸
端
ナ

イ
ト
カ
フ
ェ
」
を
設
け
ま
し
た
（
現

在
は
不
定
期
開
催
に
移
行
）。

外
部
か
ら
の
刺
激
を
積
極
的
に
吸
収

競
争
で
は
な
く
＂
協
創
＂
の
時
代
へ

ま
ち
な
か
井
戸
端
ナ
イ
ト
カ
フ
ェ

か
ら
は
市
民
参
加
型
の
「
セ
ン
ト

ポ
ル
タ
d
e
ダ
ン
ス
」、
ま
た
地
元

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
「
週
末
ラ

イ
ブ
」
と
い
っ
た
定
期
イ
ベ
ン
ト
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
買
い
物

客
に
個
店
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
ま

ち
教
室
」
や
「
ま
ち
歩
き
」
と
い
う

活
動
も
実
施
し
た
り
、
新
規
出
店
希

望
者
に
組
合
か
ら
積
極
的
な
周
知
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
10

年
に
12
・
3
％
だ
っ
た
空
き
店
舗
率

が
、
14
年
に
は
8
・
5
％
ま
で
改
善

し
た
そ
う
で
す
。

一
連
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
か

ら
4
年
目
と
な
る
現
在
、「
商
店
街
の

雰
囲
気
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
」
と

太
田
事
務
局
長
は
言
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
障
が
い
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
、
犬
猫
の
殺
処
分
を
食
い

止
め
る
な
ど
、
か
つ
て
は
接
点
の
な

か
っ
た
公
益
活
動
を
行
う
N
P
O
法

人
か
ら
商
店
街
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
、
市
民
か

ら
は
自
ら
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
た
め
に
組
合
の
力
を
借
り

た
い
と
い
っ
た
依
頼
が
増
え
た
そ
う

で
す
。
組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
地

元
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
作
品
を
発
表
す

る
ミ
ニ
展
示
会
や
、
新
た
に
事
業
を

立
ち
上
げ
た
起
業
家
が
開
発
製
品
を

お
披
露
目
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り
発
見

市
」
な
ど
、
経
済
的
に
価
値
を
生
み

出
す
も
の
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

商
店
街
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
試

み
と
し
て
は
昨
年
夏
、
オ
ー
プ
ン
直

後
の
J
R
お
お
い
た
シ
テ
ィ
と
合
同

バ
ー
ゲ
ン
を
開
催
し
好
評
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
今
年
1
月
に
周
辺
大

型
百
貨
店
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
と

会
期
を
合
わ
せ
た
初
売
り
イ
ベ
ン
ト

「
T
H
E
ま
ち
な
か
バ
ー
ゲ
ン
」
を

開
催
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
い
わ
ば
ラ
イ
バ
ル
関
係
に

あ
っ
た
大
型
店
と
商
店
街
が
こ
の
よ

う
な
形
で
手
を
結
ぶ
の
は
全
国
的
に

も
初
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
年
内
に
は
周
辺
施
設
に
も
範
囲
を

広
げ
共
同
ロ
ゴ
の
作
成
や
共
通
ク
ー

ポ
ン
券
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
発
行

す
る
な
ど
の
販
売
促
進
活
動
で
も
歩

調
を
合
わ
せ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す

か
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

商
店
街
と
外
部
団
体
、
ま
た
大
型

施
設
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
太
田
事

務
局
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
競
争
で
は

な
く
、
協
創
（
き
ょ
う
そ
う
）
の
時

代
」
と
説
明
し
ま
す
。
か
つ
て
の
商

店
街
が
そ
の
形
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

こ
の
考
え
は
全
国
で
も
広
く
共
通
す

る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

事
例
③

大
分
市
中
央
町
商
店
街

（
セ
ン
ト
ポ
ル
タ
中
央
町
）

所在地：大分県大分市中央町
商圏人口：約 48 万人（大分市）
主な客層：高齢者、会社員、主婦
URL：http://centporta.com
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「
平
成
28
年 

熊
本
地
震
」へ
の
お
見
舞
金
の
御
礼

ミロク会計人会からのお知らせ

的
・
物
理
的
・
技
術
的
・
人
的
と
い
う
4

種
類
の
安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

他
に
も
、1
0
0
人
以
下
の
中
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
負
担
軽
減
の
配
慮
と
し
て
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
実
際
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
業
務
を
行
う
際
の

注
意
点
、
番
号
を
収
集
す
る
際
の
本
人
確

認
の
仕
方
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
第
2
部
で
は
、M
J
S

が
昨
年
販
売
を
開
始
し
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
登
録
・
利
用
・
管
理
・
廃
棄
等
を

支
援
す
る
「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の

操
作
方
法
を
、M
J
S
の
担
当
者
が
説
明
し

ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
既
に
中
国
会
、
四
国
会

で
計
3
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の

単
位
会
で
も
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
予
定
に
つ
き
ま

し
て
は
各
単
位
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

全
国
各
地
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
支
援

研
修
委
員
会
で
は
、
各
単
位
会
が
本
会

会
員
の
会
計
事
務
所
の
所
長
先
生
・
職
員

の
方
向
け
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
践
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま

す
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
伴
い
、

会
計
事
務
所
は
人
的
安
全
管
理
措
置
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
職
員
に

対
し
て
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
第
1
部
は
、
事
務
所
内
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
際
に
必
要
と
な
る

項
目
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

所
内
研
修
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
所
内

研
修
で
講
師
を
務
め
る
方
の
事
前
学
習
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
1
部
の
講
師
は
研
修
委
員
会
の
先
生

も
し
く
は
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
先
生
が
務

め
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
内
容
は
、
制

度
の
概
要
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

基
本
方
針
や
取
扱
規
定
等
の
策
定
の
仕
方

を
最
初
に
解
説
し
ま
す
。
次
に
、
組
織

こ
の
た
び
の
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

さ
れ
た
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
会
員
事
務
所
な
ら

び
に
M
J
S
ユ
ー
ザ
ー
事
務
所
に
多
く
の
皆

様
か
ら
多
額
の
お
見
舞
金
を
お
送
り
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
見
舞
金

は
被
災
し
た
熊
本
・
大
分
の
方
々
に
順
次
お

渡
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
が

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
様
の
御
好
意
あ
る
お
見
舞
金
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
震
度
7
の

連
続
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
会
員
が
住
居
、

事
務
所
の
倒
壊
、
家
具
の
破
損
な
ど
、
甚
大

な
震
災
に
遭
い
、
車
を
避
難
所
と
し
て
の
生

活
を
余
議
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
事
故
が
な
か
っ
た
こ

と
は
不
幸
中
の
幸
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
も
余
震
1
8
0
0
回
余
り
と
、
い

ま
だ
治
ま
ら
な
い
余
震
に
心
の
休
ま
る
こ
と

の
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、「
が

ん
ば
ろ
う
熊
本
!
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
員

み
ん
な
が
自
己
お
よ
び
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
再

興
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
社
会
経
済
の
復
興

の
一
助
と
な
る
べ
く
税
務
相
談
な
ど
に
懸
命

の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
の
状
況
と
そ
の
後
の
会
員
の
日
々
を

紹
介
し
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
御
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

熊
本
地
区
会
会
長
　

水
本 
忠
敬

他
熊
本
地
区
会
会
員
一
同

一
丸
と
な
り
、
被
災
地
の
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

会
員
は
も
と
よ
り
非
会
員
の
方
々
も
支
援
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

略
儀
な
が
ら
、
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会会長
　

大
久
保 

昌
逸

こ
の
原
稿
を
起
稿
し
て
い
る
今
日
も
熊
本

が
揺
れ
て
い
ま
す
。
別
府
に
も
、
も
う
一
度

大
き
な
揺
れ
が
来
る
の
で
は
? 

と
い
う
不
安

に
駆
ら
れ
ま
す
。

大
分
の
会
員
は
幸
い
な
こ
と
に
人
的
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
破
損
し
た
家
財

道
具
は
す
べ
て
廃
棄
し
ま
し
た
」
と
い
う
会

員
が
数
人
い
ま
す
。

全
国
の
皆
様
か
ら
の
お
志
は
確
か
に
伝
わ

り
ま
し
た
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
が
素
晴
ら
し

い
思
い
や
り
の
あ
る
組
織
だ
と
い
う
こ
と
を

ま
さ
に
実
感
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
会
員
に
代
わ
り
ま
し
て
紙
面
に

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

大
分
地
区
会
会
長
　

赤
川 

治
之

他
大
分
地
区
会
会
員
一
同

これまでの開催実績
開催単位会：中国会
日時：4月26日（火）
MJS担当支社：岡山
講師：植田 卓先生
開催単位会：中国会
日時：4月27日（水）
MJS担当支社：広島
講師：植田 卓先生
開催単位会：四国会
日時：6月13日（月）
MJS担当支社：高松
講師：徳永 豊先生
今後の開催予定

開催単位会：東北会
日時：8月18日（木）
MJS担当支社：仙台
講師：日向 雅之先生
開催単位会：東京会
日時：8月18日（木）
MJS担当支社：横浜
講師：市川 孝幸先生
開催単位会：北陸会
日時：8月19日（金）
MJS担当支社：金沢
講師：野原 信男先生
開催単位会：東北会
日時：9月6日（火）
MJS担当支社：盛岡
講師：植田 良実先生
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「松山城誕生秘話」

　坊っちゃん列車は、明治21年から67年間、
市民の足として活躍した蒸気機関車がモデル
になりました。夏目漱石の小説「坊っちゃん」
の主人公が乗ったことから、いつしか「坊っちゃ
ん列車」という愛称で親しまれるようになったそ
うです。蒸気機関車（坊っちゃん列車）は列車
の電化に伴い路線から姿を消しましたが、地元
の人 か々らの熱い声を受け、ディーゼル車両と
して復元されました。運行する車掌は、当時を
思わせるような出で立ちで観光客を楽しませて
います。

坊っちゃん列車
（愛媛県松山市）

が
一
望
で
き
、
瀬
戸

内
海
、
ま
た
遠
く
の

島
々
ま
で
見
渡
せ
、

そ
の
眺
望
は
絶
景
で

す
。こ

の
よ
う
に
松

山
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
最
高
の
立

地
に
あ
る
松
山
城
築
城
着
手
は

1
6
0
2
年
、
賤し
ず
が
た
け
し
ち
ほ
ん
や
り

ヶ
岳
七
本
槍

（
豊
臣
秀
吉
方
で
功
名
を
あ
げ
た

7
人
の
武
将
）
の
一
人
で
あ
る
加

藤
嘉
明
に
よ
り
な
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
勝
山
を
築
城
の
地
と
す
る

に
あ
た
っ
て
は
嘉
明
の
策
略
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
江
戸
幕
府
つ
ま
り
徳
川

家
は
、
諸
大
名
の
築
城
に
極
め
て

消
極
的
で
、
望
む
場
所
に
城
を
築

く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
勝
山
に
築
城
し
た

か
っ
た
嘉
明
は
あ
え
て
、
第
一
候

補
地
を
松
山
の
中
心
よ
り
少
し
外

れ
に
あ
る
天
山
と
し
、
第
二
候
補

地
を
勝
山
に
し
て
申
請
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
ま
ん
ま
と
勝
山
築

城
の
許
可
を
得
た
と
い
う
わ
け
で

す
。し

た
が
っ
て
、
嘉
明
の
知
恵
な

く
し
て
こ
の
名
城
は
生
ま
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
山
城
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
よ
し
あ
き
く
ん
」
は
こ

の
加
藤
嘉
明
に
ち
な
ん
で
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
そ
ん

な
「
よ
し
あ
き
く
ん
」
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

今
年
の
11
月
に
は
松
山
で
全
国

統
一
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
山
駅
に
降
り
立
ち
、
市
内
電
車

に
乗
り
換
え
、
数
分
も
経
た
な
い

う
ち
に
松
山
城
が
皆
様
を
お
出
迎

え
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
、
奮
っ
て
松

山
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

松
山
城
は
、
市
街
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
標
高
1
3
2
m
の

勝
山
山
頂
に
そ
び
え
立
ち
、
市
内

の
ほ
と
ん
ど
の
場
所
か
ら
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
風
貌
は
ど

の
角
度
か
ら
見
て
も
凛
と
し
て
お

り
、
ま
さ
に
松
山
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。
行
っ
て
よ
か
っ
た
日
本
の

城
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
熊
本
城
、

松
本
城
、
姫
路
城
に
次
い
で
第
4

位
と
健
闘
し
て
い
る
よ
う
で
、
知

る
人
ぞ
知
る
地
方
の
名
城
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
山
は
25
分
く
ら
い
か
け
て
ま

じ
め
に
徒
歩
で
も
登
れ
ま
す
が
、

リ
フ
ト
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
る

こ
と
で
手
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
天
守
閣
か
ら
は
松
山
市
内松山城は市街地が一望できる最高の

立地にあります

松山城マスコットキャラクター
「よしあきくん」

愛媛県松山市 　　十河 篤史
四国ミロク会計人会
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